
　　　　

2026 年 2 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・発達にお困りのある子どもたちが主体的に安心して過ごしながら成長できる「第三の居場所」
・児童発達支援ガイドラインの基本理念に基づく質の高いサービスの提供

事業所名 オハナみらいキッズサポートセンター 作成日支援プログラム（参考様式）

・お子さま一人ひとりの認知の特性についての理解と対応、対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得、行動障害への予防及び対応を支援。
・大小、数、重さ、空間、時間、文字等の概念の形成を図り、認知や行動に活用できるようあそびや生活を通して支援を行います（スケジュール説明時に日付・人数を確認等）。

・コミュニケーションの基礎的能力の向上、言語の受容と表出、言語の形成と活用、状況に応じたコミュニケーションの支援。
・“要求”“報告”“聴く”“模倣”“観察する”など、「人とコミュニケーションを図るのが楽しい」と思えるような支援を行います。
・言葉だけでなく指差しや身振り、ジェスチャーやサイン、絵カード等のコミュニケーション手段を選択・活用し、お子さまに合わせた視覚的な支援を行います。

・アタッチメント（愛着）の形成と安定、あそびを通じた社会性の発達、自己の理解と行動の調整、仲間づくりと集団への参加の支援。
・環境に対する安心感、人に対する信頼感、自分自身に対する自己肯定感を育む。“模倣”“ごっこあそび”“協同あそび”などを通して社会性の発達を支援します。
・“待つ”“譲る”など気持ちをコントロールする力を育み、自分の思いが通らない等で気持ちが不安定な状態の時は、お子さまのペースに合わせて関わり、気持ちの発散や切り替えの方
法を考えます。

支援方針

１．一人ひとりの人格を尊重し、個々に寄り添いながら子どもたちが安心して成長していけるよう支援をします。
２．子どもの課題や躓きの原因を分析し、将来の２次障害のリスクに備えた支援をします。
３．様々な「生活」と「遊び」の中で、他者と関わり、集団生活に適応できる力を育めるよう支援をします。
４．地域社会と交流を図りながら子どもたちに多くの出会いや体験が積めるよう支援をします。
５．本人支援の５領域（「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」）の視点を踏まえたオーダーメイドの支援をします。
６．ご家族に寄り添い、安心して子育てが出来るよう支援をします。
７．地域の中で子どもやご家族がより安心して過ごせるよう他事業所や関連機関との連携を図りながら支援をします。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ３月…卒園式　４月…花見　７月…七夕会　１０月…ハロウィンパーティー　１２月…クリスマス会

（別添資料１）

家族支援

・送迎時のタイミングや事業所の連絡アプリを用いてご家族とコミュニケー
ションを図ります。ご家庭でのお困りごとにより、面談の機会を設けたり、お
子さまの様子を見ていただきながら、ご家族にとっても安心して利用できる居
場所として提供をしております。

移行支援

・グループ会社の保育園への巡回支援は勿論のこと、他の保育園や幼稚
園、子ども園等との連携を図っていきながら、お子さまが無理なく園での
生活も過ごしていけるよう支援します。

地域支援・地域連携
・グループ会社の保育園等との交流や他の福祉事業所他、様々な地域との交流
の機会を提供しております。地域連携会議の参加等も行います。

職員の質の向上
・それぞれの職員のキャリアパスに合わせた研修や専門性を深めるための
研修の受講の機会を提供しています。

支　援　内　容

・健康状態の維持や改善、生活習慣や生活リズムの形成、基本的生活スキルの獲得の支援。
・食事、排泄、睡眠、着脱、身の回りを清潔にすること等、基本的な生活習慣を身に付けられるように支援を行います。
・食事はセンターで手作りした給食を提供。口腔内機能・感覚等に配慮しながら可能な限り個別に対応していきます。
・給食後に午睡の時間を提供し、就学前のクラスでは午後の活動を提供します。

・バランスボールやトランポリン等といった運動あそびやを通して、運動機能やバランス感覚、力の強弱、距離感、さまざまな体の感覚・感触に触れ、感覚の成長をあそびながら支援。
・粘土や絵の具、野外遊技場にて砂遊び等の感触遊びを通して、さまざまな素材の感触やにおい、音などを感じ五感を育むと共に、想像力や思考力も養っていきます。
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